
























1950年（昭和25年）
12月4日の第５回国連総会で，
世界人権宣言が採択された

12月10日を「世界人権デー」
と定めました。

12月10日は何の日？



現在2030年までの国際社会の共通目標に掲げられている
ＳＤＧs(エスディージーズ)（持続可能な目標）の理念は、

「誰も置き去りにしない」

SDGsとは
「Sustainable Development Goals

（持続可能な開発目標）」の略称

人権週間 12月4日から12月10日



創作話（作：校長）

「勇気ある少女の話」



ぼくの目の前にいる友達は、

授業中、
いつもマンガを書いたり、読んだり、
授業中、関係ないことをしている。

なぜ 彼は、勉強しないんだろう。

実は、そんな友達の姿を見るたびに、
いやな気分になるんだ。



本当にいやな気分、

そう、何だか、
とっても いやな気分だ。

でも、声をかけられないでいた。

そんな時、席替えがあったんだ。

その彼の隣には、ある女子が座った。



いつものように、

友達は、

授業に関係のない本を
読み始めていた。



その時だ。

隣にいたあの女子が、

叫んだ。



「あなた、

一体、何やってるのよ。



今、授業中よ。

そんなに、
その本を読みたいんだったら、

家でじっくり

読めばいいでしょ。



はっきり言って、

先生にも、みんなにも
大変、失礼だよ！

まわりのみんなに、
とても、いやな気分にさせているって、

あなた、

本当に、分からないの！」



教室中が、

氷つくって、この事だった。



その友達の目から、

一粒の涙が、

こぼれ落ちた。



その友達の目から、

大粒の涙が、

こぼれ落ちたんだよ。



彼は、

静かに、

つぶやくように

言った。



「ありがとう。

ぼくに、

本気で、
注意してくれたのは、

君が、はじめてだったよ。」



そう、

彼は、
本当は、

さみしかったのかもしれない。

彼は、
静かに、
「ノート」を取り出した。



その時だ！



「あなた！
いつまで 寝てるの！」

ライオンのようなママの声だった。



「なんだ 夢だったのか。」



夢でも、この夢は、

ぼくに、

大切なことを、

教えてくれているような気がしてきた。
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１２月は「横浜市いじめ防止啓発月間」









（いじめの禁止）
第四条
児童等は、いじめを行ってはならない。

いじめ防止対策推進法
（平成25年法律第71号）



いじめ防止対策推進法
（平成25年法律第71号）

（保護者の責務等）
第九条 保護者は、子の教育について第一義
的責任を有するものであって、その保護する児
童等がいじめを行うことのないよう、当該児童等
に対し、規範意識を養うための指導その他の必
要な指導を行うよう努めるものとする。
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